
サギタリウス・チャレンジ チャレンジ部門 

企画実施報告書 

 

タイトル 平和学習と被爆地訪問 

実 施 日           2023 年 6 月 1 日（木）～  2024 年 2 月 29 日（木） 

代 表 者 

学生証番号 氏    名 

323462 中尾 柚葉 

企画概要 
広島・長崎の実相や戦後の歩みを学び、1 人でも多くの人に平和について自分事として考

え直してもらう機会にする。そのために SNS や神山祭を通して多くの人に発信する。 

活動状況 

①7月の下旬と 11月の下旬の昼休みの時間に折り鶴を折るイベントを開催 

・7月に 294 羽、11月に 107 羽の折り鶴を製作した 

・7月は 4日間、11月は 3日間開催した 

②8月下旬 FM京都「谷口キヨコの CHUMMY TRAIN」に出演 

③9月上旬広島・長崎の現地訪問 

④11月に行われた神山祭で展示を行った 

 ・来場者数１日目 115 人・２日目 153 人・３日目 47人 計 315 人 

 ・来場者に折り鶴を製作してもらった 計 328 羽 

⑤11 月下旬に他団体と交流した(Face to Peace さん) 

⑥2 月立命館大学国際平和ミュージアムへの訪問 

考  察 

①・7 月に開催した際は SNS や post を見て参加してくれた学生が多かったが 11 月はあま

り集まらなかった。参加してくれた学生が減った要因として post への掲載が遅くなっ

てしまったこと、また春学期に比べて SNS や post を見る学生が少なくなってしまった

からだと考えられる。 

 ・7月にイベントで製作した 294 羽を含めて千羽鶴を製作し、9月の現地訪問の際に長崎

と広島にそれぞれ 500 羽ずつ捧げた。 

③・企画当初は 8 月に訪問する予定だったがメンバーの都合が合わなかったため 9 月に行

った。 

④・部展ラリーが行われていたのもあり、予想より多くの方が見に来てくださった。 

・修学旅行や仕事の出張などで広島や長崎に行ったことがある人が多かった。 

・展示を行ったことで来てくださった方は展示を見ているときや折り鶴を製作するとき

など短い時間かもしれないが平和について考える機会になったのではないかと考え

る。 



所 感 

サギタリウス・チャレンジで新しく大学で平和学習や平和活動を始めて、何もない状態か

ら折り鶴を作るイベントや神山祭の展示ができて良かったです。しかし他の採択団体と比

較して学生を巻き込むような大きなイベントを行うことができませんでした。採択された

後に興味を持ってくれたメンバーと話し合ったので、私が企画した段階からスケジュール

や活動の方向性を話し合うことができていればスムーズに活動できたと思います。企画時

に考えていたことやサギタリウス・チャレンジを通してやりたいことを行動に移せないま

ま終わってしまったのが反省点です。 

私はこの活動を通してどのようにしたら多くの人に興味を持ってもらえるのか考えました

が答えを見つけることができませんでした。「平和」や「戦争」という言葉を聞くと難しく

感じてしまうことも原因だと思いますが、他の採択団体の先輩とお話する機会があり同じ

ように悩んでいることに気づきました。私たちが多くの人に参加してもらえるようなイベ

ントを開催したり SNS で情報を発信したりすることも大事ですが、やはり興味を持っても

らうことが重要であり、最も難しい問題です。学生の皆さんには興味や関心を持って視野

を広げていってほしいです。 

私にとっては少し大変でしたがサギタリウス・チャレンジを通してさまざまな人に出会い、

普段では経験できないこともできたので 1回生のうちに挑戦できて良かったです。 

興味を持って活動に参加してくれたメンバーや家族には迷惑を何度もかけてしまいました

が、1 年無事に終えることができて感謝しています。また私にアドバイスをしてくださっ

た高校の先生もお忙しい中ありがとうございました。 

 

 


